


































はじめに

　小児の生命・健康をおびやかす疾患についてみると,従来の感染症等の急性

疾患が減少し,変って慢性腎疾患等の慢性疾患や,低体重児・脳性麻痺等の出生

前・後の原因による成長・発達の障害がその比重を増してきている。このよう

な疾病構造の変化に対応して,母子保健医療の課題もその重点を変えてゆかね

ばならない。このような視点から,大阪府では母子保健医療体制の整備推進の

方法を検討し,これの中核となる「母子保健総合医療センター」(以下「センタ

ー」という。)の必要性及びその機能を中心に調査を行ってきた。


